
縄文杉(2007.12.18)

プロットの階層別植生は、高木層では、樹高10m
以上のものにはｲｽﾉｷ（10本）が最も多く、他にはｽ
ﾀﾞｼﾞｲ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ﾔﾏﾓﾓ･ﾓｯｺｸ･ｼｷﾐなどがある。

亜高木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ・ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅが多くﾏﾃﾊﾞ
ｼｲ･ﾓｯｺｸ･ｻｶｷ･ﾋｻｶｷ･ｲｽﾉｷ･ｼｷﾐ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲが混生
し、樹幹がよく発達している。

低木層では、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ(91本)が最も多く、ｻｸﾗﾂ
ﾂｼﾞ･ｼｷﾐ･ｲｽﾉｷなどがそれぞれ20～30本ずつ生育
している。他にはｲﾇｶﾞｼ･ｻｶｷ･ﾓｯｺｸ･ｸﾛﾊﾞｲなどが
出現する。個体数は比較的多いが被植率は低い。

草本層では、ｲｽﾉｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾏﾓﾓ･ｸ
ﾛﾊﾞｲ･ｱﾃﾞｸ・ｻｸﾗﾂﾂｼﾞなど高木・亜高木の幼樹・稚
樹やｾﾝﾘｮｳ･ｱﾘﾄﾞｳｼ･ﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞなどが出現する。
草本の種類や個体数が少なく植被率も低い。

屋
久
島
で
は

、
平
成
五
年
の

世
界
遺
産
へ
の
登
録
以
降

、
入

込
客
数

、
宿
泊
者
数
と
も
年
々

増
加
し
て
お
り

、
山
岳
部
に
お

い
て
も
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ

て
い
ま
す

。
こ
の
た
め

、
山
岳

部
ト
イ
レ
に
係
る
問
題
を
は
じ

め

、
屋
久
島
の
自
然
環
境
へ
の

影

響

が

懸

念

さ

れ

て

き

ま

し

た

。こ
れ
に
対
し
て

、
屋
久
島
の

環

境

保

全

に

関

わ

る

関

係

機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
屋
久
島

山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
に
お

い
て

、
こ
れ
ま
で
屋
久
島
山
岳

部
の
ト
イ
レ
の
適
切
な
管
理
方

http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html

155 鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1

縄

文

杉

デ

ッ

キ

に

案

内

板

を

設

置

屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー

で
は

、
こ
の
度

、
縄
文
杉

の
デ

ッ
キ
に
ト
イ
レ
や
休
憩
所

等
へ
の
距
離

、
方
向
な
ど
を
示

す
案
内
板
を
設
置
し
利
用
者
の

皆
様
が

、
よ
り
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
行
い
ま
し

た

。
矢
印
の
色
使
い
に
つ
い
て

は

、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
目
立
つ
色
と
し
て
い
ま

す

。
今
後
も
縄
文
杉
の
保
護
の

為

、
展
望
デ

ッ
キ
の
外
に
出
な

屋久島の植物

案内板を設置(矢印等）

て
い
ま
し
た
が

、
今
年
は
ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
へ
の
被
害
が
見
ら

れ
ず

、
ク
ロ
マ
ツ
一
本
に
被
害

が
確
認
さ
れ
ま
し
た

。
こ
の
た

め
今
回
は
こ
の
一
本
の
被
害
木

を
会
議
後
に
参
加
者
全
員
で
林

外
ま
で
運
び
出
し
焼
却
処
分
を

行
い
ま
し
た

。
今
後
も

、
地
元

関

係

機

関

、
森

林

総

合

研

究

所

、
種
子
島
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

保
全
の
会
・
屋
久
島
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊
と
連
携
を
深
め

な
が
ら

、
マ
ツ
ザ
イ
セ
ン
チ

ュ

ウ
の
撲
滅
を
行
い
種
子
島
で
松

く
い
虫
被
害
に
よ
る
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
の
枯
損
が
終
局
す
る
よ

う

努

め

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

被害木運び出し

山
岳
部
保
全
募
金

（
案

）
に
対
す
る
意
見
募
集

平成20年2月5日

ＮＯ．
林野庁屋久島森林環境保全センター発行洋上アルプス

屋久島生態系モニタリング
関

係

機

関

で

情

報

を

共

有

TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333
ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ

保全対策連絡協議会の様子
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屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

・国割岳西側斜面（標高400ｍ地点）
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プロットは、３林班と４林班との境界にある急傾斜
な尾根を標高200mプロットから20分程登った所で
ある。局所地形は、平衡急斜面で北西向きである。
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○永田岳登山道周辺植生
回復措置

○ボランティアによる観察路補
修勉強会

西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

キケマン
（けし科）

（木工部分工事をほぼ完
成）

・標高470mヤクタネゴヨウ群落
プロット(設定箇所の状況)

○縄文杉の折損落下枝を
展示公開

○第八回屋久島・世界遺産
等調査研究推進地域連絡
会議が開催される

西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

（被害木の林外搬出と防除
対策を実施）

○ヤクシマシャクナゲ着蕾
情報

・標高470mヤクタネゴヨウ群落
プロット(プロットの植生)

○屋久島森林生態系保護
地域バッファゾ－ン整備事
業の実施

○保全センタ－人の動き 西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

○縄文杉周辺の監視の強
化

○平成１７年度協力金の公
表について

西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

○ゴ－ルデンウィ－ク期間
中に森林パトロ－ルを実施

○離島振興対策協議会視
察

西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

（五月四日に一日の登山者
最多記録を更新）

○シャクナゲパトロ－ルを
実施

○九州森林管理局長が屋
久島を視察

○保護管理協議会総会が
開催される。

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分
布調査（平成１６年度調査）

○『森林教室を開催』屋久
島体験スクール

○携帯トイレ導入試験につ
いて

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分
布調査（平成１６年度調査）

○「子杉を考える集い」シン
ポジウムを開催

○縄文杉ﾃﾞｯｷに表示板を
設置

西部地域におけるﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ分
布調査（平成１６年度調査）

ﾔｸｼﾏﾌｳﾛ
（ふうろそう科）

○夏休み期間中に森林パ
トロールを実施

・ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの単木ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

○生態系保護地区に樹名
板を整備

○森林生態系モニタリング
調査を実施

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

ヌルデ
（うるし科）

屋久島町誕生

（ｸﾞﾘｰﾝ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌとﾊﾟﾄ
ﾛｰﾙを兼ねて実施）

・植生垂直分布調査内容と調査
地点等

○立松和平氏屋久島岳参
りの歴史と国有林を視察
（屋久島の森林の歴史と再
生と現状を探る）

○森林教室及び体験林業
を実施

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

ｹﾞﾝﾉｼｮｳｺ
（ふうろそう科）

・生態系保護地
域への入林状
況

・国割岳西側斜面(標高200m地
点)

○ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳ採種林・見本
林にシカネット設置

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

ツルソバ
（たで科）

・国割岳西側斜面(標高0m地
点)

『洋上アルプスＮｏ．１５５号裏面』屋久島森林環境保全センター

○縄文杉の折損落下枝に
ついて

ｼｬｸﾅﾝｶﾞﾝﾋﾟ
（じんちょうげ科）

1４２
(19.１)

・標高470mヤクタネゴヨウ群落
プロット(プロットの植生)

・標高560mヤクタネゴヨウ群落
プロット(設定箇所の状況)

1４４
(19.3)

（看板設置や観察路補修を
実施）

ポインセチア
（とうだいぐさ科）

○みどりの祭典 熊毛地区
植樹祭が開催

らくがき帳
（ﾔｸｽｷﾞﾗﾝﾄﾞ）

らくがき帳
（白谷雲水峡
編）○局の「展示館」に縄文杉の枝

を展示

平成１９年度
ゴールデン
ウィーク期間中
の車両乗り入
れ規制

・平成１８年「洋
上ｱﾙﾌﾟｽ」掲載
一覧

○ヤクタネゴヨウの保全活
動について

ハルノノゲシ
(きく科)

西部地域におけるヤクタネゴヨ
ウ分布調査（平成１6年度調査）

携帯トイレ導入
試験について

○屋久島から間伐材の島
外出荷

（自然環境保全に繋がるこ
とを期待）

平成１９年「洋上アルプス」掲載記事一覧

大 記 事 小 記 事
屋久島の
植 物

裏 面
屋 久 島 生 態 系
モ ニ タ リ ン グ

お 知 ら せ

1４３
(19.2)

１４９
(19.8)

１４８
(19.7)

・標高700mヤクタネゴヨウ群落
プロット(プロットの植生)

○森林保護員による森林
パトロ－ル実施

・標高700mヤクタネゴヨウ群落
プロット内の階層区分状況(稚
樹出現本数も含む)と5年前との
経年変化

１５２
(19.11)

１５３
(19.12)

１５１
(19.10)

○森林生態系モニタリング
調査の現地検討会開催
（縄文杉の根系・周辺植生
等の現状を確認）

アブラギリ
（とうだいぐさ科）

ハマボッス
（さくらそう科）

○屋久島照葉樹林調査を
実施

・標高560mヤクタネゴヨウ群落
プロット(プロットの植生)

（ｗｅｂカメラの設置にご理
解を）

○縄文杉展望ﾃﾞｯｷ標示区
分の塗り替え

（屋久島の森林・林業の生
い立ちや人々との関わりに
ついて視察）

1４５
(19.4)

１４６
(19.5)

１４７
(19.6) ・標高700mヤクタネゴヨウ群落

プロット(設定箇所の状況)

１５０
(19.9)

・絶滅危惧種ﾔ
ｸﾀﾈｺﾞﾖｳ保全
活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
募集

・屋久島自然休
養林への入場
者数の推移

・平成１８年月別・
地点別雨量観測
データ
・町道荒川線の通
行止め及びｼｬﾄﾙ
ﾊﾞｽ運行のご案内

(屋久島の人工林を島内外
へ生かす取組)

ハマゴウ
（くまつづら科）

タケニグサ
（けし科）

小・中・高生、枝打ち等森林
整備活動に挑戦

・保全ｾﾝﾀｰ平
成１９年度の業
務予定

・白谷雲水峡に
おける携帯ﾄｲﾚ
導入試験に伴
うｱﾝｹｰﾄ結果

・ＧＷ期間中に
おける縄文杉
登山者数外


